
　　2019年10月18日（金）夜～20日（日）にかけて、14度目となる宮城県亘理郡山元町を訪問。
参加者総勢48名のうち、4030HDグループからは4名が参加しました。
　　初日、やまもと語り部の会様のもと、東日本大震災で被災した中浜小学校を見学。現在、中浜小学校は
震災遺構としての整備を行なっており、一般公開を予定しているそうです。
　その後は久しぶりの雨の中の作業。前回、200本のクイを打ったひつじ牧場の横に、ひつじ小屋の骨組みを
立てるチームと、桑の葉摘みと葉の洗浄のチーム、そして農作業のチームに分かれて実施しました。
ひつじが走り回れるのはまだ先になりそうです・・・
　　二日目のふれあい交流会では、津軽三味線ユニット・佐藤様＆小湊様が伝統的かつカッコよい三味線を
披露して下さいました。　また、地元ファンが応援する中、暁星国際学園聖歌隊による合唱をお届け、
地元の方々と楽しい交流ができました。
　　今回は、出発直前に起きた「令和元年東日本台風」から間もないこともあり、そのお手伝いの準備をし
挑みましたが、まだ河川の状況が不安定の為、ボランティア受入れは見送られることになりました。
そんな中、６名の高校生が川から離れたお宅の泥かきのお手伝いをさせて頂きました。
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